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大
阪
。
大
坂
城
跡

所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
二
丁
目

調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
九
八
六
年

（昭
６．
）
九
月
を

三
月
、
第
二
次
調
査
　
一
九
八
八
年
八
月
ぞ

二
月

発
掘
機
関
　
　
大
阪
府
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
佐
久
間
貴
士

遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

。
城
下
町
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
ｉ
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
三
年

（
一
五
九
八
）
に
は
二
の
九
の
西
と
南
に
あ

っ
た
城
下
町
を
取
り
払
い
、

新
た
に
三
の
丸
を
増
築
し
た
。
調
査
地
点
は
現
大
阪
城
二
の
丸
の
西
に
あ
り
、

府
立
大
手
前
高
等
学
校
の
校
舎
改
築
工
事
に
と
も
な
っ
て
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
は
二
次
に
分
け
て
面
積
約
二
七
五
〇
♂
を
発
掘
し
た
。
こ
こ
は
豊
臣
期
大

坂
城
二
の
九
の
西
に
あ
た
り
、
天
正

一
一
年
か
ら
慶
長
三
年
ま
で
城
下
町
、
以

後
慶
長

一
九
年

（
三
全

四
）
大
坂
冬
の
陣
で
と
り
こ
わ
さ
れ
る
ま
で
大
坂
城
三

の
丸
で
あ

っ
た
。
豊
臣
期
城
下
町
の
遺
構
面
は
二
面
あ
り
、
城
下
町
の
時
期
を

豊
臣
Ｉ
期
と
し
た
。
整
地
層
か
ら

「天
正
十
六
年
」

「文
禄
四
年
」
銘
の
木
簡

が
出
土
し
、
東
西
南
北
に
交
差
す
る
道
路
と
、
西
側
に
短
冊
型
に
並
ぶ
屋
地
が

発
見
さ
れ
た
。
屋
地
は
南
北
道
に
地
口
を
開
き
、
奥
行
が
深
い
。
表
側
に
町
屋
、

奥
に
丼
戸
や
多
数
の
ゴ
ミ
穴
が
掘
ら
れ
て
い
た
。
木
簡
は
こ
の
ゴ
ミ
穴
か
ら
多

く
出
上
し
、
上
部
の
整
地
層

釜
返
物
包
含
層
）
か
ら
も
出
上
し
た
。
と
り
わ
け
道

の
交
差
す
る
角
地
の
屋
地
の
大
き
な
ゴ
ミ
穴

（土
躾
一
四
五
）
か
ら
、
や
や
多
く

の
木
簡
が
出
土
し
た
。
こ
の
屋
地
か
ら
は

「三
十
両
」
と
刻
ん
だ
分
銅
も
出
土

し
て
お
り
、
コ
一郎
左
衛
門
尉
」
と
よ
ば
れ
る
商
人
の
家
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

三
の
丸
の
時
期
は
豊
臣
Ⅱ
期
と
し
た
。
城
内
に
小
規
模
な
武
家
屋
敷
が
二
区
画

発
見
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
豊
臣
期
の
大
坂
城
は
と
り
こ
わ
さ
れ
、
徳
川
の
大
坂
城

が
築
か
れ
た
。
こ
の
地
点
は
堀
端
の
広
い
空
地

（火
除
け
地
）
と
な
り
、
す
ぐ
北

に
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
。

宝
暦
八
ｉ

一
〇
年

（
一
七
五
八
ｔ
一
七
六
〇
）
頃
の

「大
坂
大
絵
図
」
に
は
馬
場
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
前
後
の
絵
図
で
は
元
禄

九
八
七
年

九
八
九
年

調
査
地
点
で
は
古
墳
時
代
以

降
の
各
時
代
の
遺
構

・
遺
物
が

発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
報

告
す
る
時
代
は
豊
臣
期
と
江
戸

時
代
で
あ
る
。

大
坂
城
は
天
正

一
一
年

（
一

五
仝
一じ

に
豊
臣
秀
吉
が
築
城

を
開
始
し
、
本
丸

・
二
の
九
及

び
城
下
町
が
つ
く
ら
れ
た
。
慶

(大阪東北部)



1988年出上の末簡

年
間
全

七
〇
〇
頃
）
に
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
明
和
二
年

（
一
七
六
五
）
「増
補
大

坂
図
」
、
天
明
九
年

全

七
八
九
）
「摂
州
大
坂
地
図
」
に
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
よ

っ
て
馬
場
は

一
七
〇
〇
年
代
前
半
か
ら

一
七
六
五
年
の
間
に
存
在
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
ち
ょ
ぅ
ど
こ
の
時
期
の
遺
構
に
池
が
ニ
カ
所
発
見
さ
れ
、
そ
の
内

の
一
つ
か
ら
多
量
の
木
簡
と
木
製
品

・
陶
磁
器
が
出
上
し
た
。
出
土
遺
物
の
年

代
か
ら

一
八
世
紀
中
頃
に
埋
没
し
、
木
簡
は
馬
場
関
係
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

豊
臣
Ｉ
期
遺
構
出
土

溝
一
二

①
　
。
「
＜
中
白
四
斗
入
回
」

。
「
＜
新
右
衛
門
尉
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド］葵
ゃ実
ω
ｏ部

上
渡
八
一

②
　
。
「
＜
　
　
　
い
□
□
　
　
＜

甚
三
郎

（屋百種晦町ド端入
布

　

　

」

。
「
＜
　
　
　
　
　
い
□
□
＜

（穿
孔
）

不
伊
勢
大
神
宮甚
三
郎

」

土
矮
一
０
三

③
　
。
「
＜
日
Ｈ
日

ピ

。
「
＜
甚
三
衛
門
」

土
践
一
四
五
①
芦
五腿
俸

。
「
＜
　
お
さ
か
ノ

一円
一　
二
肝
左
衛
門
尉
殿
参

③
≒
ぎ
ε
　
せ
日
日

上
木
棉
百
十
た
ん
入
与
九
郎
」

名
＜
太

五
日
日
日
口与
九
　
」

⑥　。「＜項
醐却糊薄り　　　　　」

。
「
＜
票

□
□
日
凹
江
臣
村
弥
兵
衛
」

μ
ω
ド
×

ド
∞

×

μ
ｏ
　

ｏ
∞
〕

芦
卜
〇
×

や
い
×

∞
　

〇
∞
∞

Ｐ
Ｎ
卜

×

∞
畔
×

゛

　

Φ
∞
Ｎ

ド
Φ
］
×

卜
μ
×

岸
〇
　

〇
∞
］

岸
８

×
５

×
滓
中
　

寓

〕

　

４５



⑦　。「＜△〉えんせいつ任六貫騨山又六」

。「＜◇帥静鎌蜘穂　小Ш又六　」

①
　
。
「
＜
漆
三
桶
」

・「＜く
し醒
］〕

⑨
　
。「亀轄伴
し
こ
五条
　
　
　
」

】
「
＜
谷
坪
内
三
右
口
日
日
回
」

⑬
上
�
）日
＝
滝
日
日
」

・恥
蠣
下
一月
±
百
　
　
　
」

⑪

・。
「
＜
全
　
　
　
　
　
　
　
」

．一
「
く
八
ゴ
ハ
百
日
Ｈ
Ｈ
］
又
日
ｈ
中国
」

土
燎
一
四
八

⑫

　

「
＜
③
大
き
か
衆
」

土
嬢
一
七
五

『

　

「
十

「
Ｈ
Ｈ
日
船
噸
源
□
〔酔
即
配

⑭
　
。
「
＜
米
〓
斗
入
　
　
　
　
」

。
「
＜
日
日
日
国
山
平
吉
国
」

⑭

・
「
＜
日
川
日

　
　
　
　
　
　

．

米
仁
斗
五
升
入
」

。
「
＜
□
口
衛
門
　
　
」

土
滅
一
七
六

④
　
。
「匡
波
つ
ゝ
ら
壱
つ
　
　
　
　
」

。
「偉
噸
四
は
曝
三
郎
左
衛
門
尉
」

ビ
ッ
ト

一
０
エ

０

　

一二
月
四

Ж

豊
臣
ｒ
期
包
含
層

⑬
一　
。
「
＜
　
　
口
回
文
四
十
二
月
吉
日

・
　

メ
小
河
御
年
貢
麻

十
一一一貫
窪
田
」

。
「
＜

　
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
回
」

⑩

　

う
れ
し
く

館

受

占

×
０

常

］

μ
Φ
Ｏ

Ｘ

や
い
×

い
　

０
∞
〕

ド
ド
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×

や
ｍ
×

ω
　

緞

雨

ド
⇔
ド
×
】
０
来

ヽ
　

０
釦
ド

ド
∞
０
×

∝
Ｎ
Ｘ

∞
　
一
∞
中

μ
協

ｘ
鴬

×
∞

８
囀

台
ぶ
）
Ｘ
Ｓ
ｘ
酌　
３
早

【
∞
”
Ｘ

中
や
Ｘ

⇔
　

常

と

０
ド
Ｘ
∞や
Ｘ
∞
　
⇔
ф〕

］
一
卜
ｘ

開

ｘ

∞
　

一
料
ド

（
∞
Φ
）
×

（
呻
ミ
）
Ｘ
∞
　
２
Ｈ

Ｎ
⇔
∞
×

ヽ
Φ
Ｘ
Φ
　

Ｏ
ω
�

く
一）
×
金
ｅ
ｘ
や

富
ｒ



1988年出上の木簡

⑩
　
。
「
＜
さ
か
い

。
「
＜
□
□
□

①
　
。
「
＜
銭
六
貫
文
」

。
「
＜
与
八
郎
　
」

②

　

「
天
正
拾
六
年
四
月
吉
日
」

豊
臣
Ｉ
期
包
含
層

④
　
。
□
□
回
□
□

□
貫
目
船
岡
源
回
衛
門
尉
」

。
□
□
□
□
□

□
貫
目
船
岡
源
八
　
　
　
」

②
　
・
×
吉
日
□
拾
三
貫
目
口
日
Ｈ
回
」

。
ｘ
吉
日
□
拾
三
貫
目
口
日
日
日
」

の
　
。
「
≦
Ш
」

名

＜

こ

の

　

「
≦
田
両
日
Ｈ
国
」

（
枷
ω
）
×
μ
卜
Ｘ
卜
　
〇
∞
Φ

Φ
∞
×

〕
⇔

×

卜

　

〇
∞
〕

〕
∞
『

×

∞
∞
×

〕

　

Ｏ
φ
∞

（ド〇い）
Ｘ
トト
×
⇔
　
Ｏ
μΦ

台

や
じ

×

卜
Ｐ
ｘ

Φ
　

ｏ
μ
Φ

ド
ド
ド
Ｘ

∞
］
×

ω

　

Ｏ
∞
中

μ
∞
∞
×

∞
∞
×

卜
　

〇
∞
〕

り
　
。
「
〆
井
た
ん

。「同〕日ん上「「中山山山叶口　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ∞ｅ×∞μ×ヽ　ｏμΦ

豊
臣
期
の
木
簡
と
墨
書
の
あ
る
木
製
品
は
現
在
五
五
点
出
上
し
て
い
る
。
内

訳
は
荷
札

・
付
札
類
が
三
九
点
、
曲
物
や
桶
の
蓋
か
底
板
が
三
点
、
桶
側
が
四

点
、
輪
二
点
、
糸
巻

一
点
、
組
合
わ
せ
材
四
点
、
木
片
五
点
で
あ
る
。
そ
の
他

将
棋
の
駒

（角
二
点
、
銀
一
点
、
歩
二
点
）
や
漆
器
椀
等
の
底
面
に
漆
書
し
た
も
の

も
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
集
計
し
て
い
な
い
。
珍
し
い
も
の
に

「池
之
坊
」
と
漆

書
し
た
椀
が
あ
る
。
今
回
報
告
の
二
七
点
の
う
ち
二
四
点
は
荷
札

・
付
札
類
で
、

Ｏ
⑩
②
は
加
工
さ
れ
た
木
片
で
あ
る
。

荷
札

・
付
札
に
は
屋
号

・
品
名

・
数
量

。
人
名
が
書
か
れ
て
い
る
一
人
名
は

基
本
的
に
は
差
出
人
で
あ
る
、
そ
の
理
由
は
、
⑥

「
い
せ
」
の

「与
九
郎
」
や

⑥

「江
戸
」
の

「□
村
弥
兵
衛
」
な
ど
大
坂
以
外
の
居
住
地
を
明
示
し
た
も
の

が
あ
る
こ
と
、
④
の
よ
う
に

「
の
□
′
弥
七
」
か
ら

「お
さ
か
ノ
ニ
郎
左
衛
門

尉
殿
参
」
の
よ
う
に
受
取
人
に
は
敬
称
を
付
す
こ
と
か
ら
推
察
で
き
る
。
な
お

こ
の
三
点
と
も
屋
敷
地
の
一
画
に
あ
る
同

一
の
ゴ
ミ
穴

（上
羨
一
四
五
）
か
ら
＝

上
し
て
お
り
、
屋
敷
地
の
住
人
は

「
二
郎
左
衛
門
尉
」
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
②

「伊
勢
大
神
官
　
甚
三
郎
」
は
、
当
初
伊
勢
大
神
官
に
関
係
す
る
甚
三

郎
と
考
え
た
が
、
⑦

「伊
勢
大
神
官
　
住
吉
大
明
神
」
と
併
記
さ
れ
た
荷
札
が

出
上
し
た
こ
と
か
ら
、
送
荷
の
安
全
祈
願
を
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
両
者



と
も
水
運
の
安
全
を
守
護
す
る
神
で
あ
る
。

荷
札
類
の
中
に
は
年
月
日
を
書
い
た
も
の
が
あ
る
が
数
は
少
く
、　
一
般
的
に

は
書
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
④
は
年
貢
の
麻
二
三
貫
に
付
け
た
札
で
あ
る
。

「文
四
十
二
月
吉
日
」
の

「文
四
」
は

「文
禄
四
年
」
の
略
記
と
思
わ
れ
る
。

⑩
は
短
冊
形
で
上
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
部
に
穿
孔
が
あ
り
、
屋

号
も
な
く
地
の
荷
札
類
と
異
な
る
形
態
を
し
て
い
る
。
②
は
三
日
月
形
に
加
工

し
た
薄
い
細
長
い
木
片
で
、
中
央
に
元
号

。
年
月
日
を
書
い
て
い
る
。
荷
札
を

再
加
工
し
た
も
の
で
は
な
く
、
用
途
は
不
明
で
あ
る
。

品
名
は
ω
中
白

（ち
Ｐ
，
じ
ろ
）、
０
木
棉
、
③
棉
、
⑦
え
ん
せ
う

（煙
硝
）、

⑤
漆
、
⑨
く
し
こ

（串
海
鼠
）、
⑭
⑭
米
、
⑮
波
つ
づ
ら
、
⑬
床
、
①
銭
が
あ
り
、

中
白
は
三
割
ぐ
ら
い
滅
る
ま
で
掃
い
た
精
白
米
或
は
砂
糖
の
こ
と
で
、
く
し
こ

は
串
ざ
し
の
干
し
ナ
マ
コ
で
あ
る
。
木
簡
の
形
態
は
長
方
形
の
材
の
一
端
に
左

右
か
ら
切
り
込
み
を
入
れ
た
〇
三
二

・
〇
三
三
型
式
が
多
く
、
荷
に
く
く
り
つ

け
る
た
め
の
紐
か
け
を
持
つ
。
①
銭
の
木
簡
は
こ
れ
ら
と
異
な
り
、
長
方
形
材

の
上
端
を
凸
形
に
削
り
出
し
て
い
る
。
銭
だ
け
は
梱
包
の
仕
方
、
札
の
付
け
方

が
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⑫
は
屋
号
を
示
す
ら
し
い
二
重
丸
の
記
号
の
下
に

「大
き
か
衆
」
と
あ
る
だ

け
で
、
品
名

・
数
量
が
な
い
。
裏
面
に
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
上
端
左
右

に
切
り
込
み
が
あ
る
の
で
荷
札
に
は
違
い
な
か
ろ
う
。
「大
き
か
衆
」
が
差
出

人
か
受
取
人
か
不
明
で
あ
る
が
、
個
人
名
を
書
か
な
い
特
異
な
例
で
あ
る
。

江
戸
時
代
中
期
池
１

□
回
□〔酢
籍
入
口
□

991

八
□
」

□
回
□
□
条
入
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
（μじ
益
受
ト

（穿
孔
）

「

ｏ

御
中
間
之
内

友〔叫
〕　
　
大
□
友
江
村

小
左
衛
門
様
　
　
門
四
郎
□
」

「
（輻

庁

坂
御

城
〔則

諄

　

　

　

　

」

ヽ
Ｎ
益
区

〔本
己

大
坂
御
城
内
山
口
武
口
□
門
内

（穿
孔
）
ｏ

同
Ｈ

Ｈ
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
吉

日
日

Ｈ
□
　
　
　
　
よ
り
　
」

〔付
≧

□
□
国
　
　
　
大
同
日
日
日
日

日
日
日
日
国
内

（穿
孔
）
ｏ
　

国
日

Ｈ
□
　
　

　
　

　

　
　

　

□
吉

口
回
　
　
暉
醍
〕

（中
μい
）
×
卜
『
Ｘ
Ｎｍ

□
大
坂
御
城
内
」

一Ｈ

Ｈ

一

一日

□

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（解ｏ『）
×
（ド∞）×
∞

1301130 ④

Φ
牌
Ｈ

Ｏ
μ
Φ

Φ
∞
μ



1988年出上の木簡
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「
山
里
九
日
日
――

日
日
Ш

一日

日

Ｅ

「（輻
ゴ
ーー
日
日
日
西

（穿
孔
）

「

ｏ

大
嶋
林
□
」

「
奈
ん
ば
ん
み
そ
」

「
十
全
大
補
湯

四
拾
匁
入

【百
力
〕

代
弐
□
文
」

eal

岸
Φ
∞

×

伽
卜
×

∞
　

Ｏ
Ｐ
岸

∞
岸
Φ
Ｘ

⇔
卜
×

∞

　

〇
ド
μ

騨
∞
∞

×

∞
『

Ｘ

い
　

Φ
μ
ド

『
∞

×

『
∞

×

Φ
　

Ｏ
⇔
μ

Ａ
ツ
ね
∇1361

【本
己

①

　

「
□
方八
味
地
黄
丸

百
日
入
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞受
騒

為

ｏＰ

①
　
。
「
⑮
　
　
　
　
　
」

。
「
（丸
に
違
い
鷹
羽
紋
）」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『Φ
×
９
×
Φ
寓
μ

③
　
　
「
志

の
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕ｏい
×
駕
×
８

０日

江
戸
時
代
の
木
簡
及
び
墨
書
の
あ
る
木
製
品
は
二
三
点
出
土
し
て
い
る
。
内

訳
は
木
簡
が

一
四
点
、
曲
物
蓋
六
点
、
鑑
札

一
点
、
下
駄

一
点
、
糸
巻

へ
の
転

用
材

一
点
、
木
片

一
点
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
す
べ
て
江
戸
時
代
中
期
の

池
１
の
出
土
品
で
あ
る
。
出
土
地
点
が
城
外
の
馬
場
の
あ
る
場
所
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
大
坂
城
関
係
の
名
称
が
多
出
す
る
。

④
は
豊
臣
期
に
も
み
ら
れ
る
荷
札
の
形
態
で
あ
る
が
、
の
⑩
③
①
は
長
方
形

材
の
上
端
に
孔
が
あ
る
。
こ
の
地
点
で
は
木
簡

一
三
点
の
う
ち
有
孔
七
点
、
無

孔
二
点
、
不
明
四
点
と
有
孔
の
形
態
が
多
い
。

の
は
友
江
村
の
門
四
郎
よ
り
、
中
間
の
小
左
衛
門
に
あ
て
た
荷
札
で
あ
る
。

小
左
衛
門
の
肩
に
や
や
小
さ
く

「友
□
」
と
あ
り
、
中
間
身
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
姓
あ
る
い
は
出
身
地
を
小
さ
く
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
、
一異
面
の

「大
坂

御
妊
剛
宅
而
」
は
発
見
さ
れ
た
場
所
が
城
外
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
に

解
釈
す
べ
き
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
⑩
は
大
坂
城
内
の
山
本
武
左
衛
門
あ
る
い

は
武
右
衛
門
の
小
者
で
あ
る
□
吉
よ
り
送
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ω
は
上

部
と
左
右
が
割
れ
て
い
る
が
、
片
面
に

「大
坂
御
城
内
」
と
あ
り
、
大
坂
城
関

係
者
の
木
簡
で
あ
る
。
⑫
は
字
が
二
重
に
書
か
れ
て
い
て
判
読
し
難
い
が
、
上

部
に

「山
里
丸
」
と
あ
る
。
大
坂
城
北
側
の
曲
輪
で
あ
る
。
●
は
人
名
ら
し
き

も
の
が
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
裏
面
に
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

働
ω
例
は
曲
物
の
蓋
に
書
か
れ
た
も
の
で
、　
働
は

「南
蛮
味
嗜
」、　
働
側
は

薬
で
あ
る
。
味
嗜
や
薬
の
容
器
の
蓋
に
は
し
ば
し
ば
内
容
を
示
す
墨
書
が
あ

っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
①
は
鑑
札
と
思
わ
れ
、
矩
形
で
上
端
に
孔
が
あ
る
。
九

に
違
い
鷹
羽
の
家
紋
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
か
の
家
中
を
示
す
も
の
だ
ろ

う
か
。
紋
の
絵
は
稚
拙
で
あ
る
。
①
は
下
駄
の
側
面
に
墨
書
し
た
も
の
で
、
所

有
者
名
と
思
わ
れ
る
。

∞
∞
×

∞
Ｎ
×

］

⇔
ω
Ｐ



な
お
釈
文
に
つ
い
て
内
田
九
州
男
氏
を
始
め
、
渡
辺
武

・
中
村
博
司

貴
彦

・
菅
良
樹
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

大
阪
。東
郷
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
八
尾
市
光
町

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
七
月
を
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
八
尾
市
文
化
財
調
査
研
究
会

４
　
調
査
担
当
者
　
西
村
公
功

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
？
鎌
倉
時
代

７
　
追
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

東
郷
遺
跡
は
、
河
内
平
野
の
中
央
部
に
位
置
し
、
長
瀬
川
と
玉
串
川
と
に
狭

ま
れ
た
沖
積
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
、
ビ
ル
建
設
に
と
も
な

い
、
働
八
尾
市
文
化
財
調
査
研

究
会
が
東
郷
遺
跡
第
二
八
次
調

査
と
し
て
実
施
し
た
。
調
査
の

結
果
、
古
墳
時
代
前
期
の
溝

一

条
、
平
安
時
代
後
期
の
井
戸

一

基

・
土
城

一
基

・
小
穴
四
個
を

検
出
し
た
。

墨
書
は
、
平
安
時
代
後
期
の

井
戸
の
側
板
に
転
用
さ
れ
た
曲

９
　
関
係
文
献

大
阪
府
赦
育
委
員
会

『
大
坂
城
跡
発
掘
調
査
概
要
Ｉ
』
全

九
八
九
年
）

（佐
久
間
貴
士
）

木

簡

研

究

第
六
号

巻
頭
言
―
―
記
紀
批
判
と
木
簡
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
木
孝
次
郎

一
九
八
三
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
二
条
大
路

・
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
　
平

城
京
左
京
八
条
三
坊
十

一
坪
　
東
大
寺
仏
帥
屋
下
層
遺
構
　
藤
原
宮
跡
　
長

岡
官

・
京
跡
　
平
安
京
右
京
八
条
二
坊
　
定
山
遺
跡
　
水
走
遺
跡
　
津
堂
遺

跡
　
一局
宮
遺
跡
　
池
上

・
曽
根
遺
跡
　
万
町
北
遺
跡
　
山
垣
遺
跡
　
福
成
寺

遺
跡
　
沢
田
官
谷
遺
跡
　
長
尾
沖
田
遺
跡
　
小
川
城
遺
跡
　
道
場
田
遺
跡

官
久
保
遺
跡
　
鹿
島
湖
岸
北
部
条
里
遺
跡
　
東
光
寺
遺
跡
　
北
大
萱
遺
跡

篠
脇
遺
跡
　
北
稲
付
遺
跡
　
鯉
沼
東
Ⅱ
遺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
多
賀
城
跡

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
近
岡
遺
跡
　
曽
根
遺
跡
　
一削
田
遺
跡
　
美
作
国
府
跡

草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
尾
道
遺
跡
　
芳
原
城
跡
　
大
宰
府
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
六
）

平
城
宮
跡

（第
三
二
次
）

平
安
時
代
の
日
記
に
み
え
る
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
英
雄

日
本
古
代
の
人
口
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
一万
一

彙
報
『
木
簡
研
究
』

一
ｔ
五
号
総
目
次

頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円

安
竹

(大阪東南部)


